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Siビジネスにおけるマーケティングとは 

 

信越化学工業株式会社  宝田 充弘 

 

昨年度から２年間の任期で、ケイ素化

学協会副会長を務めさせて戴いておりま

す。本協会の発展にご尽力された先輩方

に感謝と敬意を表しつつ、更なる発展に

微力ながら貢献できればと思っています。 

さて、弊職は長い間、シリコーン製品

の研究開発に従事しておりましたが、現

在は市場開発部という部署で、マーケテ

ィングを担当しております。当初、米国

市場の調査を命ぜられ、シリコーンの最

大市場に、どんな材料が受け入れられる

か、悩みながらのスタートでした。先ず

は、化粧品へのシリコーン材料の応用展

開というテーマで、広い北米大陸を飛び

回った事が思い出されます。 

 シリコーンは有機と無機の特性を兼ね

備えた高機能樹脂で、輸送機、電気・電

子、建築、機械、繊維、化学工業、化粧

品、医療、食品、紙・パルプなど、あら

ゆる産業で使用されています。分子設計

の自由度が高い事から、シランモノマー、

オイル、ゴム、レジン、パウダーなど、

様々な製品タイプが有り、弊社での生産

する製品数は 5,000種を超えています。 

シリコーンは概ね、2 年以内に特性改

良される短期型製品、2～5年程度で開発

する中期型、更に 5年以上かかって創り

上げる長期型に分類されると、捉えてお

ります。従いまして、常に応用研究が必

要で、顧客の要求目標が年々向上するに

従って、新製品が出来上がっていきます。

そこで、顧客の要求に合わせたマーケテ

ィングが必要となります。他社よりも早

く、他社よりも優れた性能を有する材料

を創り上げて行く訳ですが、研究サイド

と営業サイドを上手く橋渡しする事が大

切です。また、1 日でも早く材料提供し

たい営業と、時間がかかっても高性能を

目指す研究をコーディネートしなければ

なりません。当然、その新製品を顧客に

評価して貰う前に特許出願も必要です。

そして、安全性も大事ですから、法規制

の確認も必須です。 

 国内で高機能性の製品が採用されても、

直に中国や韓国、台湾で近似した材料が

出てきます。以前よりもそのスピードが

速まっている様にも思えます。そういう

意味ではまさに、Siビジネスはグローバ

ル化がどんどん進みつつあると言えます。

汎用材料は益々、コストダウンが進み、

中国をはじめ、ブラジルやトルコ、イン

ドに市場は拡大していっています。我々

シリコーンメーカーは、汎用材料と機能

材料の双方を市場に投入しながら、事業

の拡大を図っていますが、今後は時代の

ニーズでもあるエネルギー、ヘルスケア、

更なる自動車の軽量化等に重点置いて、

マーケティングに努めたいと思います。 
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